
○意見提出件数

26件（5名・6団体）

○意見の概要と本市の考え方

No. 意見分類 意見の概要 本市の考え方

1

全体に対する
ご意見

横文字やカタカナ（例：COMPASS、ダイ
バーシティ、イノベーション、スタート
アップ、リサーチコンプレックス、DX
等々）は日本語にした方が読みやすいと思
う。

一般的にアルファベット、カタカナ表記され
ているものはその表記のまま掲載していま
す。なお、より分かりやすいものとなるよう
用語集を掲載いたしました。

2

全体に対する
ご意見

素晴らしい計画だと思う。着実に実行する
事を期待する。

本市経済の持続的発展を目指し各種施策を着
実に実行するとともに、様々な方々のご意見
を伺うなどして本市経済の現状の把握に努
め、経済情勢に合わせた施策を実施してまい
ります。

3

全体に対する
ご意見

経済局の視点での計画に感じる。縦割りで
はなく、もう少しオール仙台市としての視
点が必要ではないか。例えば、中小企業は
地域のまちづくりや、町内会活動でも重要
な役割を担っている。いわば地域のセーフ
ティネットの役割をはたしているが、経済
局の視点だと、それが抜けている。新しい
ことをやるのもいいが、現在、まじめに税
金を払っている中小企業への支援策を充実
させるべき。

視点3として「他分野との融合による成長」を
掲げており、関係部署とも連携しながら、防
災や脱炭素、市民生活や教育などまちづくり
全般に係る多様な分野の施策と経済施策との
効果的な連携を促進してまいります。
また、中小企業が地域で担っている役割も踏
まえ、プロジェクト3として「地元中小企業の
変革と成長促進」を掲げており、引き続き中
小企業等の実情に沿った支援に取り組んでま
いります。

4

全体に対する
ご意見

現在のプランはこれまで仙台市の経済を支
えてきた中小企業をターゲットにしたもの
ではなく、一部の新興企業を対象したもの
となっている。もう少し、中小企業が置か
れている現状を把握し、地に足がついた施
策を展開すべき。

様々な企業や経済団体等へのヒアリングや事
業者へのアンケート調査などにより中小企業
の現状を把握しながら策定を進めてまいりま
した。
プロジェクト3において、施策1では企業の規
模や地域経済への影響等を考慮のうえ集中的
に支援する地域企業を選定するとともに、施
策2では小規模事業者を含め、中小企業の課題
に応じ様々な支援メニューを組み合わせた効
果的な支援を行い、地域を支える中小企業の
事業継続・発展を広く応援してまいります。

5

Ⅰ 策定の趣
旨

策定の趣旨において「人々や企業には行動
変容が求められています」と記載がある
が、市民とともに、市民を支援する市役所
が行動変容することが必要だと考える。

市民の方々だけでなく市役所も行動変容が求
められていると認識しており、変革に向けた3
つの視点を念頭に、地域経済の状況を的確に
把握しつつ、柔軟かつ迅速に対応してまいり
ます。

6

Ⅱ 本市経済
を取り巻く環
境

仙台市の経済を支えているのはどのような
業種なのかなどが示されていない。そのよ
うな分析なしに、仙台市の経済成長にどの
ような施策が必要か分からないのではない
か。

本市経済の現状につきましては、本編に一部
掲載しているところですが、別途資料編を作
成し分析内容を掲載する予定です。
また、策定にあたり様々な企業や経済団体等
へのヒアリングのほか、事業者へのアンケー
ト調査結果も参考としてきたところであり、
引き続き情報分析や様々な方々のご意見を伺
いながら、効果的な施策の推進に努めてまい
ります。

（仮称）仙台経済COMPASS（中間案）に関する
パブリックコメントの実施結果について
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No. 意見分類 意見の概要 本市の考え方

7

Ⅱ 本市経済
を取り巻く環
境

仙台市がどういう産業構造になっているか
など、現状分析が未熟である。仙台の産業
構造はどのようになっていて、何が課題
で、どこを強化すれば、仙台市の産業の成
長につながるのか、論理的に説明すべき。
今のままだと特定の企業だけが恩恵を受け
る内容となっている。内容を再考すべき。

本市経済の現状につきましては、本編に一部
掲載しているところですが、別途資料編を作
成し分析内容を掲載する予定です。
また、本市経済の成長に向けては中小企業の
変革や学都仙台の「知の力」の活用、支店経
済都市として経済中枢性を高めていく必要性
などを記載しているところです。
なお、各プロジェクトの施策の推進により、
特定の企業だけではなく、幅広く地域経済の
発展に向けた支援に取り組んでまいります。

8

Ⅱ 本市経済
を取り巻く環
境

人口流出について、若者が仙台を離れる理
由は、働く所がないということと、安心、
安全で良いが刺激のないまちづくりのため
である。高齢者、文化人には変化がない住
みやすい街である。

地域経済を牽引する中核企業の輩出や、ス
タートアップ支援、企業誘致などの推進によ
り、魅力ある雇用の場の創出に努めるととも
に、関係部局とも連携しながら、若者に選ば
れるまちづくりを進めてまいります。

9

Ⅱ 本市経済
を取り巻く環
境

中小企業は大組織と比べ機動性があり、変
革を実行に移しやすい優位性がある一方、
何事も先送りし、時代の変化は静かに見守
る。

プロジェクト1や3の施策を通して中小企業等
の変革を進めてまいります。

10

Ⅱ 本市経済
を取り巻く環
境

支店経済都市とは地元企業が育っていない
のが大問題である。

プロジェクト3の施策1「地域中核企業創出支
援パッケージ」により、企業の規模や地域経
済への影響等を考慮のうえ支援企業を選定
し、集中支援を行うことで地域中核企業の輩
出を目指してまいります。

11

Ⅱ 本市経済
を取り巻く環
境

総生産については、他政令市と比較しては
どうか。

本市の2020年度の市内総生産額は、比較可能
な16の政令指定都市のうち10番目の額となっ
ています。なお、詳細は別途作成いたします
資料編に掲載する予定です。

12

Ⅲ 仙台市経
済成長戦略
2023の振り返
り

現在の計画でどれくらい仙台市の経済が成
長したのか示すべき。現在の取り組みが有
効なのかを検証することが必要ではない
か。

中間案において市内総生産の推移のほか、現
行の「仙台市経済成長戦略2023」の振り返り
や各プロジェクトの達成状況等を掲載してい
るところです。その他各種経済指標等につき
ましても、別途作成いたします資料編にてお
示しする予定です。

13

Ⅲ 仙台市経
済成長戦略
2023の振り返
り

これまでの実績について大部分は目標の指
標は達成しているが、実際に仙台市の経済
成長に寄与したのかは分からない。経済成
長のプランであるため市内総生産や投資額
など、成長を捕捉できる指標とすべき。現
在の指標では、成果は出てない取り組みも
目標を達成することとなる。

「仙台経済COMPASS」では目標として2030年度
における「市内総生産の過去最高額の更新」
を掲げ、「質の向上」、「量の拡大」の指標
に基づき進捗管理を行ってまいります。
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14

Ⅳ 仙台経済
COMPASSの全
体像

今回の戦略を策定するにあたり、競争戦略
フレームにより、仙台市が現在有している
競争優位性について分析しているか。地域
の経済成長を促すには、ダイバーシティの
推進や世界を驚かせるスタートアップの創
出に期待する等よりも、先ず仙台市が競争
優位を持つ要因は何かを把握し、その確立
に必要となる通信等のインフラ整備、教育
機関との連携強化、及び企業間の健全な競
争を促す政策に集中して取り組む必要があ
ると考える。これらの政策にしっかりと取
り組んでいると思うが、限られた予算と人
員のなかでより効果を高めるためには、競
争戦略の基本に立ち返り、必要な政策に資
源を集中すべきと考える。

様々な企業や経済団体等へのヒアリングや各
種調査も参考に策定を進める中で、本市の強
みはナノテラスや東北大学をはじめとした高
等教育・研究機関の集積による知の力、また
多様な人材の交流にあると考えております。
これらの強みを活かし、リサーチコンプレッ
クスの形成や、異分野融合によるイノベー
ション創出に重点的に取り組むとともに、国
内外からの投資や来街者の増加に向け、都市
全体や個々のエリアの魅力を高められるよう
組織横断的に取り組んでまいります。

15

Ⅳ 仙台経済
COMPASSの全
体像

数値目標ではなく、定性的な目標としても
よいのではないか。数値化すればよいとい
うものではないと思う。

経済戦略としての性格を踏まえ、市民の皆様
にも分かりやすい目標となるよう、「2030年
度における『市内総生産の過去最高額の更
新』」という定量的な目標を設定いたしまし
た。また、進捗管理をするため、「多様な人
材の活躍に取り組んでいる企業割合」の向上
などの「質の向上」と、「市内法人数」の増
加などの「量の拡大」の双方の観点から数値
目標を設定しているところです。

16

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

各プロジェクトのプレイヤーが誰なのかが
分からないため、抽象的に感じてしまう部
分がある。羅針盤としては、素晴らしい方
向性だと思うからこそ、実現に向けて、官
民連携を強化し、様々な課題を官だけでは
なく、民も積極的に取り組める仙台にして
いきたいと考える。

各プロジェクトの「施策」では本市が取り組
む内容を記載しておりますが、各プロジェク
トの達成には民間企業をはじめ、様々な主体
の力を結集する必要があると考えており、官
民連携を強化し本市経済の発展に努めてまい
ります。

17

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

国籍問わず受入という点だけが納得いかな
い。移民が増えれば外国文化を押し付けら
れる原因になる。国籍問わずと言う考えは
やめ、日本人を中心するべきだ。

企業経営における転換期にある現在、企業や
地域経済の変革を進めていくためには、多様
な主体の活躍と参画がこれまでにも増して重
要となります。外国人に限らず、多様な人材
の活躍を推進することで企業等の変革を進め
てまいります。

18

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

重点プロジェクトの一つとして「集中的企
業支援」を掲げているが、単に地域経済を
牽引する企業を支援するのではなく、仙台
市における産業クラスターを調査分析し、
クラスターを牽引する企業に対して支援す
る方がより効果的であると考える。
また、支援する企業については、単にプレ
ゼンテーションの巧拙のみにより選定する
のではなく、ROICまたはROAを用いて企業
価値を算出し定量的に選定する方が、より
持続的に地域経済を牽引することが可能な
企業の支援につながると推察されるがいか
か。

プロジェクト3の施策1「地域中核企業創出支
援パッケージ」について、第三次産業中心の
本市の産業構造上、特定の業種への集中支援
ではなく、企業の規模や地域経済への影響等
を考慮のうえ支援企業を選定し集中支援を行
うことで地域中核企業を輩出し、地域経済の
活性化につなげてまいりたいと考えておりま
す。
なお、ROIC等企業価値を基準に企業を選定す
る方法につきましては、今後、施策を実施す
る中での参考とさせていただきます。

19

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

構想案としては良いと思うが、市の中心部
では巨大なデパートの廃棄物があり地権者
の問題もあり解決されていない。

いただいたご意見につきましては、所管部署
にお伝えいたします。
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20

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

個人事業者の意見を聞くと家賃が高いので
ニーズにあったリノベーションが生まれに
くい傾向にあると思う。結果、小さな魅力
的な発想の事業者が減り「商店街の魅力と
求心力の向上」には少し欠ける傾向にあ
る。

商店街を取り巻く環境はそれぞれ異なるもの
と認識しており、各商店街の実情に合った持
続的な活動を後押ししてまいります。

21

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

現在は高齢者の８０％以上が携帯を保有し
ているため、市政情報のLINEでの発信や、
高齢者に向けた詐欺の啓発など大変役に
立っている。市はLINEの使い方を市民向け
に発信して欲しい。他県では子育てなどに
ついてデジタル（携帯）で個人的に子供に
ついての心配を対応している所もあるので
参考にして欲しい。

本市においても、シニアの方へのスマホ講習
会や、子育て・家庭・親子関係などの悩みを
持つ方が気軽に相談できるよう、LINEを活用
した相談窓口を開設しており、いただいたご
意見につきましてはこれらを担当する所管部
署にもお伝えいたします。
「仙台経済COMPASS」の中でも、DX化を通じて
市民の暮らしやすさの向上に取り組んでまい
ります。

22

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

観光で仙台をPRしても、市中心部の観光ス
ポットを結ぶ循環バス「るーぷる仙台」な
どについて伝わっていなく、「仙台七夕ま
つり」も魅力に欠けていると感じている。
もっと歴史的なことや日本独自の遊び方、
森林の癒しに海外の人は集まると考えてい
る。

いただいたご意見につきましては、関係部署
と共有の上、今後の参考とさせていただきま
す。

23

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

脱炭素社会の推進においては具体性に欠け
ると思う。自然エネルギーの活用を促すた
め、企業の社内や工場への太陽光パネル設
置を促す政策の推進により、具体的な対策
を講じることに繋がるのではないか。そし
てサステナブルな農業へも繋がって来ると
考えている。

「民と官における脱炭素経営の推進」に向け
関係部署と連携し、中小企業への省エネ・再
エネ設備等導入補助など、具体的な施策を推
進してまいります。
また、スマート農業とともに環境負荷低減や
地産地消の取り組みを進め持続可能な農業ビ
ジネスを構築してまいります。

24

Ⅴ 重点プロ
ジェクト

「学都の『知の力』を活かしたイノベー
ション創出プロジェクト」については、各
大学が市民向け講座を開催しているほか、
ドコモなどが無料で大学などの講師による
講座を開催している。そうした学習の努力
によって「知の力」が出来ると思うので、
市が主催するのではなく各大学の新しい講
座を市民に案内する方法のみで良いのでは
ないか。

大学や企業等の取り組みの中で本市の「知の
力」は育まれているものと認識しており、ス
タートアップや企業における人材の育成にあ
たっても、大学等をはじめとする関係機関の
協力を得ながら進めてまいります。

25

参考資料 強化したいことは人材とあるが、競争に参
加できる人をこの地に呼び込むことが出来
るかが、仙台のキーワードではないか。

視点1として「多様な主体の活躍と参画」を掲
げ、各プロジェクトの施策を通じて、国内外
の支援人材や関係人口を含め、多様な人材を
呼び込んでまいりたいと考えております。

26

その他 都市整備局の名称は昔の呼び方で、今は住
宅局都心開発など進化させないと。文化観
光局も同様に経済文化観光局に。文化遺産
継承するには、経済が不可欠である。

いただいたご意見につきましては、関係部署
と共有の上、今後の参考とさせていただきま
す。
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